
　

定例会見

日時：令和６年１２月１９日（木）　１１：３０～

会見内容

１．発表事項　

基盤整備部（道路建設課） 

基盤整備部（基盤整備政策課） 

ぎふ魅力づくり推進部（観光コンベンション課） 

令和６年度 第１０回 市長定例記者会見

(1)ＤＸを活用した安全・安心な道路環境の構築について

①「通学路安全対策ワークショップ」について

②道路損傷等通報システム「ＬＩＮＥ版ぎふしみちレポ」について

(2)「ぎふ灯り物語２０２５」の開催について
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1-(1) ＤＸを活用した安全・安心な道路環境の構築について       

１ 通学路安全対策ワークショップについて 

 

（１）ワークショップの概要 

・ＥＢＰＭと住民自治を組み合わせたワークショップの取組を実施 

 

・車両走行データや交通事故統計データなどのビッグデータ、 

ＡＩ解析による事故発生リスクの評価などのエビデンスを基に作成した、 

潜在的な危険箇所の「見える化地図」を活用 

交通事情に精通した地域の皆様が主体となって、 

安全対策を検討し、合意形成を図る 

・市内全 46 校区のうち、昨年度は 4 校区でワークショップを先行実施 

今年度は 11 月までに、21 校区で、延べ 63回のワークショップが終了 

 

（２）参加者からいただいた意見 

・「ビッグデータやＡＩ解析から作られた、 

「見える化地図」は、リスクの高い箇所が一目でわかり、 

とても分かりやすく、理解が深まった。」 

 

・「様々なデータから地域の交通安全について、 

考えることが出来て良かった。」 

 

といったご意見のほか、 

アンケート結果においても、約 9割の方々が、 

「エビデンスに基づいた安全対策を実施することは、 

高い効果に繋がる」と回答 

 

２ これまでの取組みと今後の流れ 

 

（１）安全対策箇所の選定について 

・昨年度、実施した 4 校区では、43 の安全対策箇所が、 

今年度、実施した 21 校区においては、208 の安全対策箇所が選定された 
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合意形成された安全対策について、 

各校区それぞれの「かわら版」として 

取りまとめ、地域全体で共有 

 

（２）安全対策の実施について 

・現在、昨年度選定された対策について、 

優先順位の高いものから順次整備 

 

・今年度選定された 208 箇所についても、 

来年度より 3 年程度かけて順次、整備する予定 

 

３ 最後に 

・先般 11 月 19 日に東京で開催された、 

「第１回 DST エビデンスアワーズ 2024」において 

「通学路安全対策ワークショップ」が、 
最優秀賞である「大賞（アクション部門）」を受賞 

 
・DST エビデンスアワーズとは、 
 産官学連携により構成する一般社団法人 DST（Data for Social Transformation）が、 

「社会を変えうるエビデンスに光を当てること」などを目的として、 

創設した表彰制度 

 

・行政、民間企業、大学など、 

様々な分野から全 41 件のエントリーがあった中、 
本市とつくば市の 2 市が、大賞を受賞 
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②道路損傷等通報システム「ＬＩＮＥ版ぎふしみちレポ」について 

1 これまでの取組について 

・市民の皆さまが道路の損傷などを見つけた際に、 

スマートフォンのカメラやＧＰＳ機能を用いて、写真や位置情報を取得し、 

その場で２４時間、いつでも簡単に通報できるシステムとして、 

ＷＥＢ上のＬｏＧｏフォームを活用した 

道路損傷等通報システム「ぎふしみちレポ」を令和３年９月から導入 

・いただいた通報は、車道の穴や側溝の破損などのほか、 

街路灯の不点灯や歩道部の損傷など、道路管理者が日々行う道路パトロールでは、 

見つけにくい情報もお寄せいただいており、 

利用開始から令和６年１１月末までの約３年の間に 

累計約１，１００件の通報をいただいている。 

・令和５年度までは、年間約３００件だったものが、 

今年度は、１１月までの８ヶ月間で約３５０件に増加し、 

徐々にこのシステムが浸透 

・こうした皆さまからのリアルタイムの通報により、 

事故につながる恐れのある道路損傷への迅速な対応が可能となり、 

道路の安全性の向上につながっている。 

・しかし、年に数件は、道路の穴などが原因と考えられる 

車の損傷事故が発生しており、こうした事故を未然に防ぐため、 

市民の皆さまからも、より多くの情報をいただく手段として、 

「ぎふしみちレポ」のさらなる利用促進を図る。 

 

2 新たな取組について 

・これまで、みちレポを利用するには、ＷＥＢ上のＬｏＧｏフォームに 

アクセスする必要があったが、今回、新たに市公式ＬＩＮＥを活用した 

「ぎふしみちレポ」を令和７年１月６日から運用開始 

・市公式ＬＩＮＥは、今年７月にリニューアルを実施し、 

メニューの拡充や欲しい分野の情報を限定して受信できる 

セグメント配信の開始など、利便性が大幅に向上 

・さらに、市民の皆さまにご活用いただけるよう、 

今回、公式ＬＩＮＥを所管する広報広聴課と基盤整備部との庁内連携により、 

新たにメニューを追加 
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3 新たなＬＩＮＥ版みちレポの特徴 

・１点目として、ＬＩＮＥのチャット機能により、情報入力が手軽にできる。 

・これまでは、所定の入力項目に対して、一方的に入力する形式であったが、 

「トーク」画面にて、“受け答え形式”で入力できるようになる。 

・また、通報対象となる施設を写真で例示し、“見える化”することで、 

通報される方が直感的に判断し易くなる。 

・さらに、緊急性の高い情報については、画面をクリックすれば、 

市役所の代表電話につながるよう機能を追加 

・２点目として、通報する情報の追加 

・これまで受け付けていた内容は、道路自体の損傷のほか、 

道路付属物の不具合に関する情報のみであったが、通報対象の範囲を広げ、 

災害などにおける通行障害に関する情報も、通報いただける。 

・情報をリアルタイムにお寄せいただけることで、 

通行規制や応急復旧などの災害時の対応にも活用 



通学路安全対策ワークショップ

EBPMと住⺠⾃治を組み合わせてワークショップを
実施することにより効果的な安全対策を実現

通学路安全対策ワークショップについて

見える化地図 ワークショップの様子

通学路安全対策ワークショップ

エビデンスについてのアンケート結果

・ビックデータやAI解析から作られた、
「見える化地図」は、リスクの高い箇所が一目でわかり、
とても分かりやすく、理解が深まった

・様々なデータから地域の交通安全について
考えることが出来て良かった

参加者の主なご意見

「エビデンスに基づいた
安全対策を実施することは、
高い効果に繋がると思う」割合
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 1-(1)ＤＸを活用した安全・安心な道路環境の構築について               

①「通学路安全対策ワークショップ」について



通学路安全対策ワークショップ

➣ハード対策・ソフト対策の実施これまでの取り組み
➣安全対策の選定

皆様からいただいたご意見 対策箇所の選定の様子
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通学路安全対策ワークショップ

通学路安全対策ワークショップかわら版

ワークショップで合意した安全対策を「かわら版」により地域全体で共有
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通学路安全対策ワークショップ

安全対策今後の流れ

ワークショップ
安全対策と優先順位の決定
R5：4校区 実施済
R6：21校区実施済
R7：21校区実施予定 全46校区

ハード対策：概ね３年程度
かけて整備

ソフト対策：順次実施

フォローアップ

・安全対策の進捗について
地域全体に共有

・効果検証を行い、
今後の安全対策を検討

通学路安全対策ワークショップ

DST EVIDENCE AWARDS 2024 内容
DSTが主催するエビデンスの社会実装の促進を図ることを

目的とした企画で初開催の「EVIDENCE AWARDS 2024」に
エントリーし大賞を受賞

DST（一般社団法人 Data for Social Transformation)

「DST EVIDENCE AWARDS 2024」アクション部門大賞を受賞

「DST EVIDENCE AWARDS 2024」授賞式

慶應義塾⼤学 医学部 教授 宮⽥ 裕章【審査委員⻑】
セブン＆アイ・ホールディングス代表取締役副社⻑ 伊藤 順朗
LINEヤフー代表取締役会⻑ 川邊 健太郎
NewsPicks Studios取締役ExecutiveProducer ⽊嵜 綾奈
福岡市⻑ ⾼島 宗⼀郎
イェール⼤学 助教授／半熟仮想株式会社 代表 成⽥ 悠輔
慶応義塾⼤学 総合政策学部 教授 中室 牧子

審
査
員

「DST EVIDENCE AWARDS 2024」ファイナリストと審査員の皆様

出典： EVIDENCE AWARDS 2024ホームページより（ https://dst-evidence-award.com/ ）
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https://dst-evidence-award.com/


通学路安全対策ワークショップ

41件応募
大賞 ２件
優秀賞 ６件
特別賞 ５件

DST
EVIDENCE
AWARDS
2024
受賞者
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道路損傷等通報システム「ＬＩＮＥ版ぎふしみちレポ」

HP
など・・・

職員 パトロール 窓口 電話 メール
ホーム
ページ

市⺠の皆さまからの通報

市⺠からの通報が欠かせない情報源となっている

岐阜市

岐阜市の道路延⻑

総延⻑ 約２,５８０Km

各種調査 みちレポ

道路の損傷など情報収集は・・・

舗装の穴

街路灯の球切れ

側溝のふた割れ

フェンスの破損

方向性

道路損傷通報システム
「ぎふしみちレポ」

道路等の損傷や不具合

通報

通報実績
累計

（R3.9月利用開始）

（R6.11月まで）

道路の損傷などが原因の事故が年に数件は発生

損傷などの早期発見には、「ぎふしみちレポ」のさらなる利用促進が重要

年間５００件
を超える見込み

Ｒ４年度：約２５０件
Ｒ５年度：約３００件
Ｒ６年度：約３５０件
（11月末まで）

道路損傷等通報システム「ＬＩＮＥ版ぎふしみちレポ」
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②道路損傷等通報システム「ＬＩＮＥ版ぎふしみちレポ」について



ＬＩＮＥ版ぎふしみちレポ

岐阜市
LINE公式アカウント

市公式LINEを活用し、
より使いやすく、より手軽に

道路損傷等通報システム「ＬＩＮＥ版ぎふしみちレポ」

チャット機能

スムーズな電話通報

発信まで丁寧に案内

直感的に判断しやすく

対象を写真で見える化

受け答え形式で
分かりやすく

道路損傷等通報システム「ＬＩＮＥ版ぎふしみちレポ」
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通報対象を拡大

大雨などの道路冠水、
道路上の土砂流出などの

情報に対応

より迅速な対応が可能に

道路⾃体の損傷・道路構造物の不具合に関する情報

に加え

道路損傷等通報システム「ＬＩＮＥ版ぎふしみちレポ」
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１- (２) 「ぎふ灯り物語２０２５」の開催について 
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